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主な研究課題 
・免疫システムの制御を介した新規治療法の開発 
－がんに対する遺伝子改変リンパ球移入療法や抗体療法の開発 
－骨髄移植に伴う拒絶反応に対する新規免疫療法の開発 
－自己免疫疾患に対する治療法の開発
－感染症に対する効果的なワクチンの開発
・免疫システムの制御する分子群に関する研究 
－イムノグロブリン関連分子群 
－腫瘍壊死因子（TNF）関連分子群 
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